
秋はわ鐵に乗ろう！

わたらせ渓谷鐵道　通　信
地域の皆様の温かいご支援のおかげで、わたらせ渓谷鐵道は今日も走り続けています。
これからは山々が赤や黄色に染まり、沿線が１年で最も美しく輝く季節。
爽やかな秋風を感じながら、わ鐵で特別な秋のひとときを過ごしてみませんか。
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一日フリーきっぷ

わたらせ渓谷鐵道沿線地域交通リ・デザイン推進協議会　わたらせ渓谷鐵道再生協議会　２02６年９月発行

ぐんまちゃん&わっしーと一緒にわ鐵の旅！

桐生駅～間藤駅間が
１日乗り降り自由！

沿線施設で使える割引特典もあり!!

トロッコ列車 わ鐵の紅葉シーズン
わたらせ渓谷号・わっしー号 見頃:10月下旬～11月下旬

渓谷の風を感じる
大人気のトロッコ列車！

沿線の山々が色づき、
絶景の車窓が楽しめます。

　　　　　　　で
かんたん検索

経路検索や
チケット購入も

スマホで便利に！

▲登録はこちら　　
　　　　　　　　で

好評発売中！

【わ鐵から】一部列車の運休について（再掲）

　深刻な運転士不足により、
一部列車の運休を継続しています。
　ご不便をおかけしますが、
１日も早い運休の解消に向け、
運転士の確保・育成に注力していきます。

※詳細はこちら▼

わ鐵のこれからを考えています。
　わたらせ渓谷鐵道沿線地域交通リ･デザイン推進協議会と
わたらせ渓谷鐵道再生協議会では、わ鐵の全線存続を前提
に、将来にわたって鉄道を維持していくための取組を検討
しています。
　わ鐵の未来は、地域の皆様とつくっていきます。

　今年は、ぐんまちゃんとわ鐵のわっしーが乗客の皆様と一緒に乗車する
「トロッコわたらせ・ぐんまちゃん号」が運行されました。
　ぐんまちゃんが足尾駅～大間々駅の間で、車内を巡回して乗客の皆様と握
手をしたり、写真を撮るなどの交流をしました。ぐんまちゃん号グッズの販
売や限定シール・缶バッジのプレゼントもあり、かわいいキャラクターと一
緒に過ごす特別なトロッコの旅を楽しんでいただきました。
　これからも、わ鐵ならではの楽しい企画などを通じて、もっと多くの方に
わ鐵を身近に感じてもらえるよう取り組んでいきます。　

グンマース
駅窓口、または

グンマース

▲「トロッコわたらせ・ぐんまちゃん号」

▲沢入駅－原向駅間の紅葉風景 ▲水沼駅－本宿駅間の紅葉風景

※詳細はこちら▲

大人 1,880円　こども 940円



「わ鐵の運行を支える人たち」～地域の方の想い～
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わたらせ渓谷鐵道各駅イルミネーション事業
実行委員会

わたらせ渓谷鐵道沿線地域交通リ・デザイン推進協議会　わたらせ渓谷鐵道再生協議会　２026年9月発行

わたらせ渓谷鐵道　通　信

team KAMIKAMBAI

準備は大変ですか？

活動を長く続けられる理由は？

うれしかったことは？
　イルミネーションの点灯式で
お客さんを見送った後、役員で
列車に乗り、真っ暗な中にパッ
とイルミネーションが浮かび上
がる景色は本当に感動します。

今年も、イルミネーションの協賛金を募集します！

「わ鐵の駅を明るくしたい」「地域を盛り上げたい」
　そんな想いにご賛同いただける方のご協力をお待ちしています。

　わたらせ渓谷鐵道の各駅を彩るイルミネーションは、
地域の皆様のご協力によって支えられています。

わ鐵を支えるのは、地域の『想い』です。
手を振ること、灯りをともすこと。
どちらも特別なことではありません。
こうした小さな活動が、わたらせ渓谷鐵道
の未来を支えています。

～問い合わせ先～
わたらせ渓谷鐵道各駅
イルミネーション
事業実行委員会

0277-76-0962

どのような活動をしていますか？

印象に残ることは？

　駅の113歳を祝
して外灯を設置し
て点灯式を行った
ことと、市に依頼
して隣接する公衆
トイレの洋式化が
実現したことです。

　趣のある駅舎の現状維持を基本
とし、清掃や整備、情報発信を地
道に継続していきます。わ鐵や沿
線自治体、地域の方々と連携して、
いつ訪れても懐かしさを感じる駅、
再び訪れたくなる駅づくりを目指
します。　

どのような
駅にしていきたいですか？

　メンバーはプロカメラマンとアマチュアカメラマンを
中心に構成され、日頃わ鐵を撮らせていただくことへの
恩返しとして駅の除草や花壇の整備を行い、作業の合間
には列車に手を振り、お見送りをする活動をしています。　　
　また、わ鐵の周年祝いや駅の誕生祝い、旧型車両の引
退見送りセレモニーなど心温まる活動を展開中です。　

　準備は1日かかります。特に
高い所の飾り付けが大変です
ね。でも、準備もイベントの
一環として楽しんでいます。

　無理せず、できる時に参加する。そんな『ゆるく、長く』という姿勢が、活動を続ける秘訣だと思います。
みんなの『わ鐵』への愛でここまで来られましたが、これからは後継者や運転士の不足が心配ですね。
　若い人の鉄道離れも進んでいますが、わ鐵は私たちの生活に欠かせない存在です。みんなで支え合って、
ずっと愛される鉄道にしていきたいですね。

わ鐵を
未来へ

▲16名でスタートした活動も、支援の輪が広がります

▲通洞駅におけるイルミネーションの様子

▲大間々駅の飾り付けに参加した皆様

▲大間々駅の飾り付けの様子

▲運転士へ感謝を伝えるボードを掲げながら、お見送りをするメンバー

　　地域の宝である「わ鐵」を守り、盛り上げているのは、ボランティアとして活動する地域の皆様です。今号では、日々の
清掃やイベントを通じて鉄道と地域を繋ぐ、情熱あふれる取り組みにスポットを当てて、インタビューを実施しました。

代表　髙草木　裕子 さん

代表　小林　セツ子 さん


